
高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
行
っ
た
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
Ⅲ
・
Ⅳ
】

①

10
月
13
日
（
土
）
に
３
回
目
の
森
林

カ
レ
ッ
ジ
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

元
多
摩
森
林
科
学
園
園
長
で
あ
る
三
輪
雄

四
郎
先
生
に
よ
る
「
木
の
成
長
の
し
く
み
」

の
講
義
で
す
。
「
肥
大
成
長
と
伸
長
成
長
」

等
の
説
明
と
水
槽
を
使
っ
て
の
実
演
も
あ

り
非
常
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
の

間
伐
作
業
で
す
。
現
場
は
足
場
が
悪
く
急

傾
斜
地
で
の
作
業
で
し
た
が
、
受
講
生
全

員
が
伐
倒
、
枝
払
い
、
玉
切
り
、
林
道
ま

で
の
丸
太
の
搬
出
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

講
義
と
実
習
を
通
じ
て
、
「
成
長
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
わ
か
っ
た
」
「
受
け
口
を
斜

め
に
伐
る
の
が
非
常
に
力
が
入
っ
て
難
し

か
っ
た
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

②

１
月
19
日
（
土
）
、
最
終
４
回
目
の

森
林
カ
レ
ッ
ジ
を
実
施
し
ま
し
た
。
開
会

式
の
後
に
早
速
、
炭
焼
き
体
験
の
開
始
で

す
。
ド
ラ
ム
缶
窯
２
、
伏
せ
焼
き
窯
１
の

３
班
に
分
か
れ
て
の
実
施
で
、
窯
の
焚
き

口
に
ウ
チ
ワ
を
使
っ
て
風
を
送
り
込
み
ま

す
。
は
じ
め
は
白
く
て
濃
い
煙
で
す
が
窯

の
中
の
温
度
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
煙

の
色
が
徐
々
に
薄
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の

谷
田
貝
光
克
先
生
に
よ
る
「
森
の
恵
み
と

共
に
～
炭
焼
き
、
そ
し
て
森
林
の
香
り
～
」

の
講
義
で
す
。
「
炭
の
構
造
」
「
快
適
な

環
境
づ
く
り
に
役
立
つ
森
の
香
り
」
な
ど

を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
ま
で
４
回
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
を
と
お

し
て
受
講
し
た
皆
さ
ん
が
、
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
７
月
～
１
月
ま
で
に
実
施
し
た
イ
ベ
ン

ト
】

①
森
林
教
室

墨
田
区
両
国
幼
稚
園
：
58
名

江
東
区
さ
ん
い
く
保
育
園
：
13
名

三
鷹
市
：
13
名

川
越
市
：
10
名

横
浜
市
立
美
し
が
丘
小
学
校
５
年
生

：
70
名

東
京
都
立
石
神
井
特
別
支
援
学
校
中
学

１
年
生
：
29
名

八
王
子
市
立
片
倉
台
小
学
校
５
年
生

：
45
名

八
王
子
市
立
七
国
小
学
校
５
年
生

：
１
５
２
名

武
蔵
村
山
市
立
第
三
小
学
校
３
年
生

：
87
名

横
浜
市
立
榎
が
丘
小
学
校
４
年
生

：
１
０
６
名

横
浜
市
立
下
田
小
学
校
４
年
生

：
１
３
７
名

大
和
市
立
北
大
和
小
学
校
１
～
６
年
生

：
49
名

八
王
子
市
立
上
柚
木
小
学
校
５
年
生

：
49
名

②
体
験
林
業

拓
殖
大
学
・
環
境
政
策
ゼ
ミ
：
12
名

東
京
都
立
石
神
井
特
別
支
援
学
校
教
員

研
修
：
１
名

③
職
場
体
験

八
王
子
市
立
恩
方
中
学
校
２
年
生：

３
名

④
炭
焼
き
体
験

（５）平成３１年２月８日 関 東 森 林 管 理 局 第１７６号

ノコギリを使っての間伐作業体験玉切った丸太を林道まで搬出する様子

炭焼き体験



横
浜
市
立
谷
本
小
学
校
５
年
生
：
67
名

⑤
公
募
イ
ベ
ン
ト
「
つ
る
か
ご
編
み
」

11
月
10
日
（
土
）
、
高
尾
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。
定
員
20
名
に
対
し
て
、
89
名
の
応
募

が
あ
っ
た
大
人
気
の
公
募
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

庁
舎
前
に
山
積
み
さ
れ
て
い
る
ツ
ル
の
中

か
ら
各
自
で
選
び
出
し
編
み
始
め
で
す
。

最
初
は
苦
労
し
て
い
た
も
の
の
、
職
員
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
な
が
ら
皆

さ
ん
順
調
に
編
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

作
成
時
間
終
了
後
は
、
参
加
者
20
名
一

人
一
人
か
ら
、
作
品
に
つ
い
て
の
思
い
や

作
成
に
あ
た
っ
て
の
感
想
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
果
物
を
入
れ
る
か
ご
が
欲
し
か
っ
た
。
」

「
ち
ょ
う
ど
良
い
サ
イ
ズ
の
か
ご
が
で
き

て
う
れ
し
い
。
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、
皆

さ
ん
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
作

成
途
中
の
か
ご
と
余
っ
た
つ
る
を
持
っ
て

帰
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

き
の
こ
特
集

一
夜
か
ぎ
り
の
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ

ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
（
毒
）

（
ナ
ヨ
タ
ケ
科
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
属
）

６
月
上
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
道
端
や
草

地
な
ど
の
枯
木
が
埋
も
れ
て
い
る
所
に
群

生
し
て
い
ま
す
。

カ
サ
は
初
め
釣
鐘
型
で
後
に
平
ら
に
開

き
ま
す
。
３
㎝
か
ら
７
㎝
で
表
面
は
淡
灰

褐
色
か
ら
淡
褐
色
で
細
か
い
サ
サ
ク
レ
が

あ
り
、
柄
は
白
色
で
４
㎝
か
ら
９
㎝
で
上

部
に
不
明
瞭
な
ツ
バ
（
内
被
膜
）
が
あ
り

ま
す
。

ヒ
ダ
は
初
め
白
色
後
黒
色
に
な
り
、
直

生
し
ま
す
。

和
名
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
は
名
前
の
と
お
り
一

夜
で
溶
け
て
な
く
な
る
所
か
ら
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

非
常
に
美
味
し
い
き
の
こ
で
す
が
、
体

内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
あ
る
状
態
で
食
べ
る

と
、
き
の
こ
成
分
に
コ
プ
リ
ン
が
あ
る
の

で
、
コ
プ
リ
ン
が
ア
ル
コ
ー
ル
と
結
び
付

く
と
毒
成
分
と
な
り
、
酷
い
二
日
酔
い
の

よ
う
な
症
状
の
中
毒
を
起
こ
し
ま
す
。

（６）平成３１年２月８日 関 東 森 林 管 理 局 第１７６号

今
月
の
表
紙

「
日
本
一
遅
い
山
開
き

天
狗
山
」

（
福
島
県
白
河
市
）

白
河
市
表
郷
番
沢
国
有
林
に
あ
る
天

狗
山(

標
高
６
２
６
ｍ
）
は
、
平
成
20
年

に
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
を
設
定
し
、
地

域
の
有
志
で
組
織
さ
れ
た
「
お
も
て
ご

う
里
山
ク
ラ
ブ
」
が
中
心
に
四
季
折
々

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
に
は
カ

タ
ク
リ
の
花
等
が
見
ら
れ
「
花
ま
つ
り
」
、

夏
に
は
10
歳
の
子
供
を
対
象
と
し
た

「
二
分
の
一
成
人
式
」
、
秋
に
は
「
日

本
一
遅
い
山
開
き
」
等
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
山
開
き
（
毎
年
11
月
23
日
）
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
約
８
０

０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

真剣に作成している様子

ツルを選び編み上げ開始

完成した作品


